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that　the　latest　data　of　the　holdings　which　we　needed　most　were　frequently　not　included　in

List．

　　　　Under　these　circumstances，　the　writer　designes　a　computer－assisted　system　which　will　com－

pile　the乙／nion　List（ゾMedical　Periodicals　in　medical　libraries　in　Japan．　This　system　carries

out　the　work　from　collecting　data　from　the　libraries　through　dissemination　of　information　about

the　current　holdings．　He　gives　especially　careful　considerations　about　descriptions　of　data

elements　composing　the　computer－oriented　system．　When　all　data　on　the　holdings　of　the

affiliated　libraries　are　fed　into　the　system，　available　is　ifnformatiop　about　the　holdings　data　not

only　in　the　nation，　but　also　in　a　region　or　in　a　subject　field，　such　as　regional　union　catalog＄

and　accession　lists　arranged　by　subjects　or　by　publishing　countries　for　the　use　of　acquisitions

control　among　the　member　libraries．　Because　of　flexibility　of　its　data　descriptions　procedures，

the　system　can　be　utilized　for　compilation　of　not　only　the　Union　List　of　Medical　Periodicals　but

also　union　lists　of　other　library　groups　in　different　subject　fields．

　　　The　Japan　Medical　Library　Assoc’iation　has　already　issued　five　editions　of　the　Union　List

of　Medical　Periodicals　for　medical　libraries　in　Japan　since　1932．　Because，　of　the　rapid　grow．　th

and　changes　of　jou－rnal　collections　in　the　libraries　afifiliated　with　the　Associatioh，　however，　the

compiling　work　of　the　Union　List　now　exceeds　the　cqpacity　of・manual　processing．　The　Associa－

tion　took　more　than　two　years　to　accomplish　the　compilation　of　the　fifth　edition　of　the　Union

Lis4　and　many　librarians　had　to　spend　too　much　time　to　accomplish　this　work．　Even　though

these　librarians　made　great　efforts　toward　the　completion　of　the　current　edition，　it　became　clear

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　，　the
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データの収集
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A．基本的考察

B．実際的な考察

C．望まれるデータ要素・

インプットフォ・一一・’？ット

A．データシート（カードフォーマット）

マスターファイルの構成

システムフローとプログラム

考　察

：L　は　じ　め　に

　日本医学図書館協会は1927年に国立5大学によって医

科大学附属図書館協議会として発足した。この協会の目

的とするところは会員図書館相互の協力体制の樹立にあ

り，特に所蔵資料の相互貸借を行なうことであった。以

来，会員として約70の医学図書館を数える今日において

は，相互貸借によって他館へ貸す量は1館あたり現物

111件，複写物1，120件，借りる量は現物71件，複：写物

901件が年間平均統計1）として知られている。なお，貸

借の件数の食い違いは，貸出対象に加盟していない図書

館が入っているためである。この数字は非常に頻繁な相

互貸借が行なわれていることを物語っている。医学とい

う自然科学の主題領域では，この数字の大部分は雑誌で

あることが容易に推測され得るし，これまでの幾つかの

調査からもそれを裏付けることは可能である。

　頻繁な相互貸借は各図書館で所蔵している雑誌総合目

録の編集・刊行の必要性を喚起し，逆の考え方をするな

らば，雑誌総合目録があったからこそ相互貸借業務を円

滑化し，大量の数字を見ることができるようになったと

もいえる。

　1931年の第4回医科大学附属図書館協議会総会におい

て，雑誌総合目録の編集の件が決議され，翌年に加盟歯

数8館による「医科大学共同学術雑誌目録」の刊行をみ

た。その後5次の版を重ね，1969年に「医学雑誌綜合目

録（欧文編）」第5版を刊行し，さらに和文編を1972年夏

に完成している。欧文論旨5版は収録機関数61館から

の6，651誌から成るという非常にぼう大なものとなって

いる。

　しかしながら，Union　List　of　Serialsしかり，17Vo　r44

List　of　Scienlific　Periodicalsしかり，さらには文部省

大学学術局の「学術雑誌総合目録」も同様，刊行までの

経過に見られるように，その原稿提出のための調査開始

から刊行までには多大の時間を要している。当然，「医

学雑誌綜合目録」も例外ではなく，2年以上のタイムラ

グを余儀なくしている。

　確かにこの集大成された効果は大きい。しかしここに

は大変な矛盾が存在する。つまり，われわれは最も頻繁

第1表　「医学雑誌綜合目録」第4版までの経過

名 称 版　　調査期日

医科大学共同学術雑誌目録
　　同　　　　　　　　上

　　同　　　　　　　　上

外国医学雑誌綜合目録
医学雑誌綜合目録（欧文雑誌編）

1

2

3

1941－

1954

4

1930年10月

1933年12月

1939年6月

1952年10月

1959年12月

刊行年月 収録機関
1931年8月

1935年5月

1942年5月

1954年2月

1961年10月

8

10

15

77

48

収録雑誌数

1，519

2，　089

2，822

1，　734

2，875
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第2表「医学雑誌綜合目録（欧文編）」第5版のデータ

原　　稿　　依　　頼

調　　査　　月　　日

原稿締切月　日

原稿最終到着年月日

刊　　行　　予　　定

心　　行　　年　　月

収　録　機　関　数

収　録　雑　誌　粗

面　　　照　　　数

総　カ　一　ド枚数

編　　集　　担　　当

意　　集　　経　　費

1967年8月4日

〃　　9月30日

〃　10月31日

1968年3月9日

〃　12月末
1969年11月末

　61
6，651

1，500

61，　890

大阪地区6館

284，100円

に利用される資料は出版されて1～2年であることを知

っているが，総合目録が刊行された時点では，すでに最

も利用の多い期間の資料は正確には収録されていないと

いう事実に気づくべきなのである。

　日本医学図書館協会では，「医学雑誌綜合目録」の各

版の空間を補なう意味で，毎年その年の継続受入雑誌リ

ストとして，各誌名の下にそれを受入れている図書館を

表示している「現行医学雑誌所在目録」を編集発行して

いるが，巻号の正確な収蔵については全く不明であり，

相互貸借を行なうにあたって“多分所蔵しているだろ

う”と見当をつけるか，あるいは，いちいち対象館に問

合わせて確認をしてから依頼しなければならないのが現

状である。

　Wo　rld　List　of　Scientific」Periodicαlsの第4版の序文

には，　“この編集および出版に必要な経費よりも作業量

の点で，このような形式（手作業で改版のための編集を

行なってきたこと）で今後出版するのは全く不可能であ

る”2）と述べられているが，まさにすでに述べた窮状を

物語るものである。

　1969年の「医学雑誌綜合目録（欧文編）」第5版の序

文に，近い将来コンピュータによる機械化の必要性を訴

えているように，ぼう大な作業量と収録情報の最新性の

解決のためには，これまで行なわれてきた手作業のみの

手法では不可能であり，何らかの機械的手段を介在させ

た改革が不可避である。この論文は，現在考え得る最も

効果的な援助を与えてくれる道具，コンピュータを使用

したシステム開発のための一案を提示しようとするもの

である。

II．コンピュータへの指向

　Ben一一Ami　Lipetzは機械化計画を評価するにあたっ

て，次の3つのパラメータをあげている。3）

　（1）現在のサービスを遂行するにあたり，労力の削減

　　ができること。

　②　適度な価格で新らしいサービスを可能にするこ

　　と。

　（3）予期される将来の計画に対し，サービス能力が強

　　化されるものであること。

　これらLipetzのあげた個条と雑誌総合目録の編集作

業ヘコンピュータを導入した場合の利点とをあわせて考

察してみる。

　（1）　「医学雑誌綜合目録」の編集作業を開始する場合

には，各加盟館から改版の都度，カe・一一・・ドにより所蔵デー

タをすべて報告することが必要であった。各館が自国の

シェルフ・カードとか閲覧用カード等を一定の記述様式

に従って転記するのであるが，この作業すらも，筆者自

身の経験によると，時間を比較的多く費やすものであ

る。この各館から報告されたぼう大なカードから編集委

員が主記入誌名を決定し，所蔵データの不明瞭な点を確

認する作業を経て，校正，刊行までに到るのであり，欧

文編の第5版では最終原稿が到着してから21か月もの長

期間を要している。

　コンピュータの有する記憶能力がこれを2度目から解

決してくれる。コンピュータを導入しても，最初の時に

は以前のデ・…一一・タをすべて磁気化する初期インプットが必

要であり，コンピュータが雑誌名の確認（verification）

や出版地の訂正までを各種トゥールを使用してやってく

れるわけにはいかないから，やはり人間の頭脳とインプ

ットデータを準備するぼう大な：手作業は不可避である。

しかし，一度正確に記憶されたデータは，次回からはそ

の更新，つまりデータの部分追加・削除のみでよく，従

って各館からの報告もそれだけに限定され，男名や所蔵

巻号の確i認もわずかの量で済むのである。

　（2）すでに述べたように「医学雑誌綜合目録」は毎回

各館の全所蔵データの報告，編集委員によるぽう大な量

のカード処理という作業が繰返えされてきた。これは高

価な経費の重複使用と言うべきである。毎回2年間以上

にもわたって編集業務に携わる委員の人件費のみでも，

委員は難かしい雑誌について熟知している者によらねば
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　　　　　　　　第1図　「医学雑誌綜合目録（欧文編）」第5版

ならないことを考えると非常に高価であることは容易に

想像できる。日本医学図書館協会は専任の編集委員をも

たず，各館から，例えば，欧文編第5版では大阪地区の

6館から，館員を出して担当したが，その間のそれぞれ

の館の業務に及ぼすマイナスの影響は絶大なものであっ

た。　　　，

　コンピュータへのインプットが行なわれる最初の時に

は，導入システムの設計，プログラム開発を含めて，お

そらくこれまでの手作業による編集費用よりは倍以上の

ものが必要であろう。しかし，一旦記憶されたデータの

追加・削除，つまり更新作業はこれまでの費用よりは安

価になるであろう。

　さらに，ソーティングをはじめとするコンピュータの

編集能力によって，これまで全く同様の作業の繰返しで

作られてきた各館の所蔵目録が容易に得られ，かつ，雑

誌総合目録の主旨ではないが，地域の雑誌の収集傾向を

知るためのリスト（これはネットワークを考えての収集

方針設定に有益であろう）などのアウトプットを得るこ
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2194　Journal　of　the　Oto－Laryngological　Society　of　Australia．　Melbourne
　　　　　　　＊11

2195　Journal　of　the　Pakistan　Medical　Association，
　　　　　　　　11　14　i7　31

Karachi，

2196　Journal　oE　Parasitology．
　　　　　　　　2　3　7　8　12　e’　14

　　　　　　　　35　37　38　4Q　’”’　48

2197　Jpurnal　of　Pathology，
　　　　　　　　ユ　一　31　　33　－　48

　　　　　　　　265　357　361

Chicago，

ユ6－18
248　258

20　－　22　24　－　26　32　34

261　262　455

London．

95　98　134　248 25X　一一・　253　258　261

2198　Journal　oE　Pediatric　Cardiology．　St．　Louis．

　　　　　　　　256　11　15　17　2X　29　32　33　40　43　357　358

2199　Journal　of　Pediatric　Ophthalmology，　Encino，　Calif，
　　　　　　　　1　　2　　5　　8　　9　17　19　20　23　－　25　29　32　35
　　　　　　　　38　e　40　43　a’　45　48

2200　Journal　of　Pediatric　Surgery，　New　York，
　　　　　　　　2　　3　　5　　6　　8　　9　　1ユ．一　18　　20　　23　　26　　31　　34　　36　－　38

　　　　　　　　40　42　－　46　48　98　253　357　358

　　　　　　　　　　　　　　　第2図　「現行医学雑誌所在目録」

とも可能である。

　コンピュータの使用は高度の数値計算は別として単一

のインフ．ットとアウトフ．ットでは決して採算のとれるも

のではないが，多くのインプットデータを編集し，たく

さんの印刷物をアウトプットする雑誌総合目録へのその

利用は経済的にも有利であろう。

　（3）コンビt．・・一タを導入したシステムでは，単に編集

の過程を短縮するのみではなく，何時でもそれまでに更

新された最新の情報を収録した目録を得ることができ

る。人間の手作業では編集期間に2年以上を費したが，

それ以上の短縮を望むことはできなかった。

　“文献についての情報”，つまり文献検索の面では全国

の医学図書館で索引・抄録誌をはじめとする二次資料の

充実がすすみ，またMEDLARSによるサービスが今年

からJICSTで開始された今日，“文献そのもの／！の情

報，欲しい文献がどこに所有されているかの最新情報を

十分に知り得ない現状では片手落ちのサービスと言えよ

う。

　このような最新の情報を提供し得る雑誌総合目録，そ

れは出版頻度を高めるか，あるいは何らかの手法で最新

情報を知るシステムが考えられるであろうが，一度記憶

した記録と追加・削除すべきデータとの更新の作業はコ

ンピュータが十分に助力してくれるものである。，

　またSUNY　Biomedical　Communication　Network4）

のように，文献検索システムから得られる文献情報と総

合目録情報が一体化したシステムに進み行く将来におい

ても，磁気化された雑誌総合目録の情報は貴重な第一歩

となるであろう。

　　　　　　　III．データの収集

　いかに雑誌総合目録の編集にコンピュータを使用した

システムを設計し，プログラムを完成したとしても，最

初の段階においてあるいは更新段階において収集される

デe・一・・一・タは，各図書館で作成されたものが原稿となるので

あり，この段階から総合化したシステムとして設計を行

なわない限り全くプログラム作成の練習問題に終ってし

まう。つまりインプットされるデータを一定の正確さを

もっていかに早く収集し得るかから，システムが始まる

ものとして設計しなくてはならない。

　（1）すでに述べたように，「医学雑誌綜合目録」の編
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集にあたり，そのための原稿を全く新らしく作成するこ

とを加盟館に依頼し，その度に各館では閲覧用あるいは

シェルフカードから原稿作成規定に従って別のカードに

作り直し提出してきている。データの収集を行なう場

合，ここに提起される問題を考える必要がある。

　1つには，各図書館が原稿用にカードを作り直すため

にかなりの時間を費すことである。

　2つには，各館の記録は，例えば，和洋雑誌が混合し

てファイルされていたり，欠号表示法を使っていたり，

受入記録しかもたなかったりするため，原稿作成の規定

通りにスムーズに当てはまらず，そのために調査し調整

しなおさなければならない。

　3つには，各館は意外と十分な努力をしないもので，

一度総合目録のために原稿を作成し，刊行された目録に

誤りを訂正されたり，次号表示が所蔵巻号表示に直され

ていても，華麗の記録を修正せず次回の原稿にも以前と

全く同様の記述で提出する場合が少なくない。

　これ等の点はすべて原稿提出期限に遅れる理由でもあ

り，また編集上の時間をより不必要に多く費やす原因に

もなる。

　問題解決の1つは，原稿提出に際して記述規則を設け

ることかもしれない。もちろんこれ以前に日本医学図書

館協会加盟館間に標準となる目録規則があるならぽよい

が，現在のところ，日本目録規則あり，ALA規則あり，

英米規則あり，さらには各図書館独自の方式さえあり，

また単科大学の附属図書館として教養課程を含むもの，

研究用の図書館としてあるもの，それぞれの事情によっ

ても異なっている。また，千差万別の雑誌の刊行を考え

るならぽ，一般化された目録規則がどこまで万能である

かはなはだ疑問であるし，まして図書館により異なる解

釈が入りこんできてしまう恐れもある。、

　しかしながら，このような場合を除いて考慮しても，

記述規則の設定によって新らたに各館の記録を総合目録

の原稿用に星目録することが可能であろうか。確かに情

報交換ネットワークからデータ要素を選定し，あるいは

ISOの規格に従い，その記述方法を標準化することが勘

要であることは十分に認識されている。しかし，このこ

とは総合目録という的を得た場にあっても，早急に解決

することは不可能に近い。もう一歩のレベルアップがな

くてはならない。

　従って，近い将来の雑誌総合目録の編集に際しては，

極力各館の不統一な記述を避けることができ，かつ，容

易に早く作成し得る原稿の提出方法を考える必要があ

る。

　ニューヨークのMedical　Library　Centerは，その

地域の約70の医学図書館の雑誌総合目録Union　Cαtαlog

of　Medical　Pe「iodicals（UCMP）を約10年も前からコ

ンピュータにより編集してきているが，このプログラム

とデータは他の地域で数多く利用され高く評価されてい

る。5）例えば，VINSC　Y　Union　List　of　Biomedical

Periodicalsを編集したバージニア，南北カロライナ，

ケンタッキーの各州では，購入したUCMPシステムの

マスターファイルの磁気テP一・一・プから印刷したリストをチ

ェックリストとして参加図書館へ配布し，データを得て

いるし，セントルイスのワシントン大学をは’じめとする

中部九州の医学図書館は85ポンドもの重量のあるチェッ

クリストを各館に配布している。また日本の文部省「学

術雑誌総合目録」改訂版についても予備版を作成してい

る。

　このようにチェックリストあるいは予備版とは，予め

目録に収録を予定される雑誌をリストして各機関に配布

し，その薬名のもとにそれぞれの所蔵データを記入させ

るもので，誌名注記，変更参照や創刊年，出版地の出版

事項等が詳しければ詳しいほどデータを記載する機関は

記載しやすく，また回収後の編集作業も，まず大部分が

1つの誌名のもとにデータが集まっているので容易に進

行すると考えてよいものである。

　さて，チェックリストに収録する雑誌を“どの範囲で

何から選ぶか”が最初に考慮すべき点である。つまり，

チェックリスト収録雑誌の範囲の選定はデータを記入す

る機関の判断と労力に大変な影響をおよぼし，また，収

録年代のズレは未収録雑誌として提出されるカードある

いはリストがあまりにも多くなり編集作業を困難にす

る。さらに，信頼性のない誌名のリストは参加機関側に

も編集側にも混乱と無駄な労力が生じてしまう。

　「医学雑誌綜合目録」は5次の版を重ね，その内容に

ついてはかなりの信頼性があるとして高い評価がなされ

てきている。従って，次の6版の編集時においては「医

学雑誌綜合目録」第5版を主軸とし，その後「現行医学

雑誌所在目録」に現われた雑誌を加えたものをチェック

リストの典拠とするのが良策であると考えられる。

　チェックリストのデータ要素は総合目録から所蔵デー

タ，所蔵館名を除いた，雑誌名および出版地，誌名注

記，変更参照が必須要素であろう。所蔵知名と所蔵デー

タは予め記載されていて，それを各機関が修正する方式

は最もよいが，リストそのものが部厚いものとなるし，
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「医学雑誌綜合目録」は基本トゥールの1つとして医学

図書館で完備されているので，それを参照してもらう方

式をとるべきであろう。

　このチェックリストは確かに早期データ収集のための

1つの策にはなる。しかし，版を重ねる度毎にチェック

リストを作り，データを集めていたのでは十分な解決に

ならない。

　重ねて述べることになるが，コンピュータによって1

度記録されたデータは，次からは追加・削除の報告のみ

によってすべて新しさを保つことになり，今まで行な：わ

れてきた改版編集の度毎にすべての所蔵雑誌のデータを

報告する手間と編集の手間は非常に軽減されることもあ

わせ留意しなくてはならない。

IV．データ要素

A．基本的考察

　1つのシステム例えば雑誌総合目録の編集というシス

テムがある以上，必ずそれらを構成しているデータ要素

がある。

　マニュアルによって行なってきた段階では，作業量や

それに伴う時間的制約から，それなりに限定されたデー

タ要素だけしか考えることができなかった。しかしなが

ら，コンピュータで処理をしょうとする場合，単にマニ

ュアルと同一のことを，コンピュータを使って行なうの

はあまり賢明ではない。それではせっかく多面的処理が

可能なコンピュータの特性を無にしてしまう。つまり，

考慮されるデータ要素は新らしい目的を可能にし，将来

の必要に結びつくものでなければならない。

　また，データ要素を検討する場合，情報の互換性の観

点から，世界的な標準化を無視することはできない。つ

まり，雑誌総合目録の場合は，ISO／TC　46やUNISIST／

ICSU　A．B．，さらには，アメリカ議会図書館の雑誌に関

するMARCフォーマットも考慮しなければならない。

しかしながら，これらは特に雑誌総合目録に必要とされ

るデータ要素の種類を云々するのではなく，むしろ

UNISISTの提案する　International　Serials　Data

Systemへの指向，つまり世界の雑誌の識別化，雑誌を識

別し得るデータ要素を選定し，それによって個々を登録

するものであって，むしろ静的な情報をとらえるもので

ある。MARCフォーマットについては，その構成する

詳細かつぼう大な量のデータ要素に驚くばかりである。

　雑誌総合目録のデータ要素は，確かに雑誌それぞれを

識別する必要はあるが，その目的とするところは“何と

いう雑誌の何巻何号がどの図書館に所蔵されているか”

という所蔵情報にあるのであって，常に更新を伴なう動

的な実利的情報を扱うものである。識別，登録には大変

なシステムと作業量を予期されるものであって，雑誌総

合目録としては，動的かつ実利的な情報を得る範囲での

データ要素を考えるべきであろう。

　ただ，個々のデータ要素（むしろISO，　UNISIST等

はこの方向にあると理解するのだが）についての標準化

の傾向は的確に捉えるべきで，標準雑誌番号（ISSN＝

International　Standard　Serial　Number），雑誌名の省

略法および用語省略，翻字法は避けることのできない項

目である。

　さて，雑誌総合目録のデータ要素を考える時に次の2

つのことが問題となる。

　（1）あくまでも丘nding　list（何という雑誌の何巻藁

号がどこの図書館に所蔵されているか）に限定するか。

　②　雑誌総覧としての機能もあわせ持つべきか。

雑誌総覧の機能とは，医学雑誌の場合を考えると，加盟

機関によって所蔵を報告されたもののみな：らず，世界に

出版されている医学雑誌についての情報を提供すること

と，収録した雑誌に関する書誌的変遷，出版地，出版国

等を詳しく知らせることを意図したものである。

　この機能は，書誌的情報を提供してくれるトゥ・一・・ルの

存在が不十分であった時代においては不可欠の要素であ

ったと思われるが，現在では，Ulrich’s　lnternational・

Periodicals　Directoryとか，アメリカ化学会による

・4CCESS，医学では，　Vital　Notes　Of　Medicα1　Periodicαls，

アメリカ国立医学図書館のCurrent　Catαlog，日本医学

図書館’協会による「自然科学雑誌総覧」があり，これ等

はほとんどの図書館に完備され，今あらためて考える必

要はない。

　この雑誌総覧としての機能よりは，むしろすでに述べ

たように，同一のデータベースによる多目的編集が可能

な方向づけをすべきである。

　「医学雑誌綜合目録」に所蔵データを報告した加盟館

は，それとは別に自館の所蔵目録を同様な方法で作って

きている。また，でき上った総合目録を時間をかけて克

明に分析しない限り，主題別や出版国別による国内の収

蔵傾向とか，ある地域の収集状況を把握することはでき

なかったのである。

　個々の図書館が勝手に収集してきたこれまでの現状

は，基本的な雑誌については別としても，同一の雑誌を

無意味に重複入手していたり，また反面，日本医学図書
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館協会のすべての加盟館は，利用者の要求を満たし得る

に必要な雑誌を十分に収蔵しているわけではない。

　相互貸借のネットワークが加盟熱間で定着し，テレヅ

，クス等で非常に迅速に，容易に文献を入手出来る今日，

必らずしも個々の図書館が要求される雑誌を同じ様に

抱え込む必要はなく，収蔵調整によって，例えば主題

別，出版国別等の分担収集を行ないプネットワークと

してより十分な，より豊富な，収蔵をしていくべきであ

る。

　これまでのマニュアルによる調査では，要求された雑

誌について誌名のみからの分析は可能であっても，主題

別や出版国別による収蔵調整，ある地域と全国との関連

における調整，それ等のためのデータを得ることは出来

なかったのである。

　しかしながら，編集部において主題別や出版国別分類

などを総合目録の磁気ファイルにインプットすることが

　（この作業も容易なことではないが）なされるならぽ，

所蔵館表示コードとあわせて，コンピュータの得意とす

る1つのファイルからの多面編集によって，それぞれの

図書館の雑誌所：蔵目録，1つの地域での総合目録，ある

いは主題別とか出版国別の収蔵状況を知るためのリスト

は容易に得ることができる。

B・実際的な考察

　雑誌総合目録を編集する場合，最も基本的な問題とな

るのは“雑誌とは何か”ということである。さらに，医

学雑誌の場合，“どれが医学雑誌なのか”あるいは，“医

学領域に必要な雑誌の範囲はどこまでか”という問題で

ある。雑誌の編集者たちが勝手に作り，あるいは学会や

研究者グル・・一一一プが勝手にその方向を決め刊行するもので

あるから，たとえALA目録規則や英米目録規則にその

範囲が規定してあっても，実際のさまざまな刊行様式

・は，規定通りきれいに当てはまるものではない。

　また，利用の面から考えると，規則通りの区分はかえ

って妨げにすらなり得る。医学の領域のみならず他の主

題分野も同様であるが，、近年特に他の領域との区分は非

常に不明瞭になってきている。

　なお，これまで「医学雑誌綜合目録」が区分してきた

“欧文編”と“和文編”の区別は今後廃止すべきであろ

う。例えば，我が国で刊行された欧文雑誌は前者に入っ

てきた。しかし，明確に分け得るものはよいが，ある年

まで欧文の論文を掲載していたものが，ある年以降和文

雑誌に変化したりすることがある。あるいは，その逆の

変化をしたもの，和欧混清のものなど明確に分け難いも

のも少なくない。また製薬会社の出版物に多く見られる

例であるが，誌名は欧文であるにもかかわらず中味は全

く和文というのもある。このような雑誌に限って欧文編

にも和文編にも収録もれが目立つのは，雑誌総合目録の

使命から言って決して好ましいことではない。今後は，

“外国雑誌編”と“国内雑誌編”とに改めることを提唱し

たい。

　雑誌名を表題紙またはそれに代わるものに書かれてい

る語の配列に従うか（ALA規則），団体著者名を先に出

すか（英米規則），同一の雑誌のサブシリーズをどう扱

うか，どこまで巻号を完全なものとして扱うか等，数限

りなく問題をあげることができる。

　しかし，これらの多くはこれまでマニュアルで行なっ

てきた編集時においても同様に検討されてきたことで，

機械化を行なうに当って特に生ずる問題ではないと考え

られる。ここでは特に機械化するに当り考慮すべき点を

扱う。

　1．印刷文字

　機械化を行なう場合に印刷文字の制限を考えねばなら

ない。アメリカ国立医学図書館のMEDLARSから
ln　dex　Medicusや頻出書誌を印刷するPhoton　900や，

Excerpla　Medicαで知られるRCA　Video　Compは，

大小文字が可能であるが，それは日常見慣れている大小

文字等の活字体をもつ高速度印字機器がコンピュータと

連動しているからである。しかし，これらの機器を使用

することは非常に高価であるから，所蔵情報を主眼とし

て頻繁な変更を伴なう雑誌総合目録情…報を打ち出す機器

として必ずしも必要ではないであろう。従って，一般の

アウトプットに使っている大文字のみのラインプリンタ

ーの使用に限定して考える必要がでてくる。

　そうなると，コロン，セミコロン，疑問符，括弧等を

使用することも好ましくないことになる。つまり，現在

最も出まわっているIMB　O26キーパンチ機器にはこれ

らのコーードは与えられていないし，たとえ，コンピュー

タにその文字コードがあっても，重複パンチをしなけれ

ばならず非常にわずらわしい。さらに，コンマとピリオ

ドの区別やコロンとセミコロンの区別は，一般のライン

プリンター印字や，たとえCOM（Computer　Output

Micro丘1m）システムによっても不鮮明であるから極力

同時に使用することは避けたほうがよい。

　2・翻字法
　印刷文字の制限から派生するのが翻字法である。これ

はすでに“読み”の問題としてALA規則にもあり，中
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国語に関してはWade－Gilesシステムがある。しかし，

コンピュ■・・一・一・タによる制限から，UCMPシステムではこ

れら規則に原則を置きながらも，翻字，発音符に特例を

設けることを余儀なくされている。

　確かにコンピュータによる処理を行なう場合には，そ

のインプットのコード化と連繋させたアウトプヅト機

器，例えば，特殊文字を植えたラインプリンターを用い

るとか，別に準備されたジステムを用いてコード変換す

るかして，複雑な過程を経るのであれば別であるが，一

般的なコードによる文字アウトプットシステムはドイツ

語やフランス優等の発音符のついた文字には向いていな

い。

　ISO／TC　46においても発音符のない翻字法の検討を

急いでいるし，また，その原案はUNISIST／ICSU　A・B．

において大部分はできているようである。このような状

況にあって，利用上の好都合さと，コミュニケe一一一・ション

の共通の場を得ることの両方の観点から，目的とする雑

誌総合目録のコンピュータ処理において，われわれは国

際的標準化の問題から決して目をそらすことはできな

い。

　しかし，われわれ日本人がどうしても満足し得ない問

題がある。それは日本語，中国語等の表現の問題であ

る。現在の段階では，高価な特殊なラインプリンターと

か，追加される別のシステムによって文字コードを変換

する方式を利用しない限り，そのままの漢字，ひらが

な，カタカナ混りの文字型の処理はなし得ない。それを

ロー一・7字に翻字する方法，伝票処理などでよく行なわれ

ているように全部カタカナで綴る方法，あるいは英語に

翻訳する方法，いずれも日本人にとってしっくりしたも

のでないばかりではなぐ，それぞれの雑誌名の識別にも

困難をもたらす。

　この解決のためには，例えば学習研究社や，日本科学

技術情報センタe一・一・と日本電気が開発したような漢字処理

システムを使用しなけれぽ解決できない問題なのかもし

れない。

　またより安価に行なうには，翻字またはカタカナのみ

で得たりストに（つまり，磁気上のファイルはこのよう

に簡易な記録にとどめておいて），前もって印刷してお

いた日本語や中国語等の漢字因りの雑誌名を切り貼り

し，写真製版して印刷する方法も考えられる。

　いずれにしても，頻繁に更新されるデータを有する総

合目録の記録と印刷文字の接点は，システムを設計する

段階においても，経済的観点においても非常に解決の難
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かしい問題であるといわねばならない。決して安易な考

えをもってはならない。

　3．変更詩名

　考慮すべき重要な点としてあげられる問題は，雑誌名

の変更があった場合にそれぞれ個別に記入するか，ある

いは最新誌名のもとに統一・すべきかという問題である。

「医学雑誌綜合目録」の第5版は後者であり，第4版は

前者である。

　ある時点での艶名の所蔵デt一一一・タを探す場合には個別記

入の方が便利である。慶応義塾大学医学情報センターの

コンビュー・タによる雑誌記録管理のSRCCシステムの

場合，センターのシェルフリストの方式に準拠したため

個別記入を採用したが，変更した雑誌名が3つ以上ある

場合にはすべて連続して所蔵されておれぽよいが，中間

の雑誌名に対する所蔵が全くない場合に参照が連続され

ないで切れてしまうことになる。筆者は，第5版の方針

に従い，所蔵されている最新誌名にデータを集約し，旧

誌名からは参照を与える方式がよいと考える。このこと

は印刷紙面の節約にもなる。

　また機械化システムにとっても最新鰹鳥へ統一した方

がデータを取扱い易い。例えば，それだけ個々の雑誌記

録に同様のデータ要素に対するフィー・ルドを持たせなく

て済むし，一連の連続する雑誌名の所蔵データを得よう

とする場合，その最新誌名からの検索でよいことにな

る。

　4・誌名番号

　文部省の「学術雑誌総合目録」にも　WO　rld　List　of

ScientiLfic　Peri　odicαlsセこも誌名番号が使用されている。

前者は収録した雑誌を個別に識別するためのものであっ

て，1雑誌ごとに配列に従い連続する番号付けをし，そ

れが次の版の刊行の際にもそのまま移行できる個有さと

融通性をもつものではない。しかしながら，後者はその

範囲にとどまりながらも，もう1つの役割りをこの番号

によって果している。つまり，この番号によって参照の

行き先を指示し注記をしているのである。例えば。・of：

2131とか。．as：8472とかのようにである。このよう

な番号による表示法はもちろん最新誌名に記述を統一す

る場合にも使用することができる。例えばsee：2134の

ようにである。

　機械化する場合は，’いかなる機能をもたせるにしろ，

この番号付けば不可欠の要素と考えられる。なぜなら

ば，セントルイスのワシントン大学医学図書館のP　HIL－

SOM6）にも，　SRCCシステムにも，またUCMPシス
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テムにも，ソートグループとしてあるように，雑誌名を

ツーティングする唯一のものだからである。確かにあら

か’じめ付された番号によらなくても，雑誌名の文字によ

るソー・一一・・トは可能である。しかし，この場合ソーティング

のユーティリティプログラムを有したコンピュータであ

っても，その時間とそのための費用を考えるならば，単

純なソーティング機械でこの番号から行なったほうがは

るかに安価であるし，場合によっては手で行なってもそ

れほど大仕事ではない。なお，完全に文字の順による配

列ではなく，誌名の重要語による配列も自由である。

　さてこの番号を如何に設定するかであるが，将来の雑

誌の増加傾向を把握して，かつ融通性を考慮した桁数が

必要である。東京大学医学部図書館の雑誌記録管理シス

テムでは6桁を使用し，慶i応義塾大学のSRCCシステ

ムでは7桁を必要としている。双方とも同’じ範囲の設定

のしかたであるが，前者は先頭の1文字分へ雑誌名の頭

文字のアルファベットをそのまま代入しているのに対

し，後者は最初の2文字分をそのアルファベットに数字

として割当てている。いずれにしても，現在所蔵してい

る雑誌数に4～5桁を与え，残り2桁を後日の増加に備

えているのである。慶応義塾大学研究・教育情報センタ

ーの全キャムパスの雑誌記録管理システム，PICC（Per－

iodicals　Information　Control　on　Computer）システム，

のように，所蔵する雑誌の最初の国名から先頭の4文字

分に0001からの番号を機械的に割当て，2文字分を後

日のためとしているものもある。

　さらにこの誌名番号を参照，注記と関連させて使用す

ることは，コンピュータを使用した場合得策であると考

えられる。雑誌名から雑誌名へ双方フルタイトルを用い

て参照する場合，特別な印刷装置を使用し，大小文字，

あるいはゴチックやイタリックの使い分けができるなら

別だが，UC．MP／1970を見ても，それがどのような印

刷装置を用いたのか知らないが，字体はコンピュータで

打出したものより美しいが，すべてコンピュータ特有の

フルキャップであり，残念ながら非常に読みにくいもの

となっている。逆に17110rld　List　of　Scientific．Period－

icαlsを使用してもそれほどの不便さは感じない。さら

に，コソピュタによって，参照を出した誌名および参照

が出された誌名の相互の確認処理が容易に行なわれ得る

ことと，また印刷体のページの天の部分に誌名番号付け

が可能でもある。

　5．所蔵データ

雑誌の総合目録の役割で最も重要なことは，“何とい

う雑誌の何巻何号がどこの図書館にあるか”ということ

を検出するfinding　listとしての役割であり，従って，

所蔵データに関する記述は最も注意すべき点である。

　　「学術雑誌総合目録」のように，欠号のある不完全な

巻を〔〕に入れて表示する方法がある。例えば，6（1935）

一〔28－31〕一46（1955）　とか3（4940）一〔7〕一〔10〕十とし・

う表示がそれである。あるいは，17170r14　List　of　Scien－

tific　Periodicαlsのように，　imp．（＝imperfect）やv．

imp．（＝very　imperfect）とか，「医学雑誌綜合目録」

の第4版のように〔欠あり〕〔欠多し〕という表示もある

が，これだと相互貸借を行なう場合いちいち所蔵してい

るかどうかを確認することが必要となってくる。

　また，UC．MPを初め，17110γld　List　of　Scientific」Pθル

odicals，文部省の「学術雑誌総合目録」は，すべて以降

欠号なく所蔵している巻の表示の後は継続受入記号によ

っている。例えば，13／14N1，3／15一のごとくであ

る。「医学雑誌綜合目録」だけが収録した時点での最新

所蔵黒黒を載せている。確かに編集上は前者の方が容易

である。更新時にも継続受入中の表示以後に含まれる場

合は処理しなくてもよい。後者の場合は，調査締切期日

までに原稿を送付した図書館と，締切期日より遅れて送

付してきた図書館とでは，雑誌の入手時期の相異から同

じ継続受入中の雑誌であっても巻号に違いができる。編

集委員の中には，同じ巻号にi整えようとする愚かな努力

をする者もでてくる。

　筆者は，finding　listとしての目的を満足するために

は，現在の「医学雑誌綜合目録」が採用している方法が

よいと確信しているが，その理由は，所蔵情報を迅速に

提供し得るシステムであればあるほど，最新所蔵六号を

記録する必要があるからである。また，購入雑誌は各館

が比較的同様の時；期に入手しているが，寄贈・交換誌に

関しては，全く各館まちまちである。しかし，同じ巻号

になるように最新所蔵巻号を揃える努力をすることは必

要であろうか。その作業に費やされる時間は，かなりの

ものであるし，修正して記述すれば，ややもすれば誤記

入を生’じかねない。そのまま原稿どおりリストすること

によりかえって未入手の図書館に未着連絡の機会を与え

ることにもなるであろう。

　次の点は「学術雑誌総合目録」でも行なっていること

であるが「医学雑誌綜合目録」ではその所蔵する最初と

最後の巻号に出版年を付している点である。UCMPや

J7Vorld　Lisl　of　Scientific」Periodicalsは注記としてまと

めている。後者の方法は効率のよいものであって，編集
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するにあたって，いちいち出版年を各記述に付加せずと

もよい。従って，「医学雑誌綜合目録」でこれまでとっ

てきた方法を廃止することを提唱したい。つまり，創刊

年，またはそれが不明の場合，所蔵する最も古い巻号の

出版年と，所蔵する最新巻号の出版年を雑誌名に続く注

記として記入すればよい。UCMPが創刊のみであった

のに対して1つの要素を増加したことになるが，これは

所蔵最新巻石を記述するためと，頻繁に起る必要とする

巻号の出版年の照合計算のためである。

　コンピュータによる機械化を行なう場合に，すでに述

べたようにすべて大文字の使用のみに限定されることに

な：ると，　「医学雑誌綜合目録」第5版は巻およびそれに

対する年代，号表示を大文字で，欠号のある場合は所蔵

する号を小文字で区別しているが，この方式を変えるこ

とが要請され，スラヅシュ，ピリオドあるいは空白を使

用し表示することを考えねばならない。

　例えば，13／14N1．3／15　N　1－4／16　一　20はUCMP

システムをそのまま応用したものであるが，よい記述方

法と思われる。

　さらに，コンピュータによって更新作業を行なう場合

に述べてきた最新戯号の記述は十分処理可能な範囲にあ

るが，インプット時に留意すべき点として機械的に大小

を判定し得る記述が必要であることをあげねばならな

い。例えば毎年vo1・1，　voL　2の繰返しの巻表示が行な

われるような雑誌，また月や季節の表示のみの雑誌は，

連続する号表示があればそれを用い，なければ出版年を

それに当てるのがよいであろう。また巻表示から号表示

へ，号表示から巻表示へ変ったもの，稀な例と思うが，

同一雑誌で内容を異にし同一一巻号のものを2度刊行して

いる場合もあり，そのような場合はレコードを別に持

ち，関連付けるデータ要素によってアウトプット時に同

一コラムへ合成されるような手段も考えられる。

　学会の会議録などによくある例だが，何年次，第何回，

刊行年等，巻表示に複数の要素が入る場合，識別出来る

範囲内において択一・すべきであろう。この少ない例のた

めにプログラムでは別の判別ルーティンを作成しなけれ

は：ならない。

　「医学雑誌綜合目録」第5版ではすでに廃止している

が，Tom．　Ann．　Bd．　J9．　Vo1．等の表示を付加すること

は意味あることでは決してない。

　6．ISSN，　CODEN，省略誌名

　ここに観点を変えて，3つの要素，つまりISOのISSN

（lnternational　Standard　Serial　Number）のために9

文字分，ASTMのCODENコードのために，5文字分

を記録媒体に確保することと，雑誌名の省略誌名を加え

ることを提案したい。

　ISSNはBowker社で作業が開始されたばかりであ

って，ISOではまだ最終的な推奨規格に到達していない

が，CODENはすでに非常に多くの雑誌に対するコード

化が進められていて当分は両者平行して考慮することが

勘要であろう。

　これらの必要性は今更述べるまでもないが，大きな二

次資料サービスにはCODENコードが付されているのが

少なくない。また現在の資料の相互利用の通信は，ハガ

キ，手紙テレックス等で行なわれ，誌名のフル綴り，

“適当な”省略形が用いられている。その際の記入の中

にはあまりにもでたらめなものが多く，そのため，決し

て満足な処理がなされているとは言えない。

　ISSNと省略誌名の組合わせ，　CODENコ・一ドと省略

誌名の組合わせは特定の雑誌の識別を可能にするもの

第3表望まれるデータ要素

必　要　要　素

1．雑　　誌　　名

　　省略は絶対不可

3．出　　版　　地

　　　1つでも良いし，
　　　2つ以上でも良い。

5．一　般　注　記

6．書誌的変遷
7．所蔵データ
　　所蔵の最初から最
　　　新の巻号までを記
　　　し，継続受入中に
　　　は，それを示す記
　　　号を付加

8．“を見よ”参照

準必要要素

2．省　略　浮名

　　綜合目録用ではな
　　　く，多目的リスト
　　用に使用する。

4．出　版　事項

9．廃刊雑誌区分
10．出　版　頻　度

11．　ISSN

12．　CODEN

13．出　　版　　国

14．言　　　　　語

15．主　　　　　二
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で，これは広くどこの国でも，総合目録に嘉名のとり方

に相異はあっても，また文献依頼文に誌名の誤りがあっ

ても通用するものである。

　C．望まれるデータ要素

　以上述べてきた考察と，各種の雑誌目録類を比較検：焦

した結果，「医学雑誌綜合目録」のコソピュ・・一タによる

編集システムを構成するデータ要素を，第3表のように

選定した。必要要素と準必要要素に区分してあるが，総

合目録の本来の機能としてのfinding　listのみを考えた

のが前者であり，多目的利用をあわせ考えた場合が後者

である。

V．　インプヅトフォーマット

　インプットは記入すべきデP・’一戦要素が決定した段階の

次に考慮し解決すべきものである。第1にあげられる問

題はデータをどのようにして集めるかであって，すでに

述べたチェックリストを使用し，それを各館の原稿とす

る。

　一定のデe・一一・タシe一一一・・トと記入要項を規定し，それによっ

て各館で記入してもらう。さらに，カードにパンチして

提出してもらうことまで含むことが理想的には考えられ

るが，その記入にはかなりの時間を要する訓練が必要で

あること，記入要項には総ての場合を記することが不可

能であるごと，またそれが可能であるとしても集まるカ

rドはぼう大なものになり，むだにデt一一一一タ要素が重複す

ることなどから，1か所に集めて1つの雑誌南下に所蔵

誌のデータがすべて記述できるようなデータシートフォ

ーマットを設計すべきである。

　第2には，従って，どのようなフォーマヅトあるいは

どのような機器でインプットするかである。

　以前は初期デ・・一一・一タからのインプット媒体と言え，ば，

IBMか一ド，あるいは紙テープ以外の方法しかなかっ

たが，最近このような目的の機器の開発にはめざましい

動きが見られ，直接キーボードから磁気テープに記録し

得るもの，またキーボードからイソプヅトしたデータを

CRTディスプレイへ表示し，誤りの検出を容易にした

機器もつくられている。しかしながら，それ等はデP一・・一一タ

の修正が複雑であったり，一度記録した媒体からコンピ

ュータ用の磁気テープへのデータ転送機器の開発がなさ

れていなかったりで，残念な：がら時期尚早の感もある。r

　また訓練されたキーパンチオペレータによる原稿から

直接カードあるいは紙テープヘキP一一一パンチする方法もあ

るが，これもよほど訓練しないと誤りが多いであろう

し，提出された原稿にも問題点が無いとは思われない。

　従って，現在のところデータシートを設計し，それか

らIBMカードによってインフ．ヅトするのが最も適当と

思われる。紙テープは比較的短い要素が多く，頻繁に個

々のデータを修正する総合目録のようなデータにとって

はあまり向いていないとされている。

A．データシート（カe・・一・ドフォーマット）（第3図）

　データシートの設計はIBMカードの80欄に合わせ

て行なったほうがキt・一一・パンチするにもコラムが判定しや

すく，従って業者に外注する場合も安価である。

　なお，設計の大枠はUCMPシステムに依った。なぜ

ならば80欄のカードの様式に従うものであり，かつ各

データ要素の誤記入の発見，キーパンチの誤りの修正を

容易ならしめるものであって，最も基本的にはシステム

の利用者がインプット当時得られなかった要素，または

不必要と考えられた要素を削除しても，それぞれのデー

タ要素は独立していて，キーパンチし，使用可能ならし

めるものだからである。

　つまり，各カードと固定欄におけるデータ要素のそれ

ぞれは選択的に使用することができるものであるし，ま

たキーパンチの誤りがあっても，それぞれが独立し，カ

・一 hタイプに分けてあるために，特定のカードだけを取

り出し修正し得る。カードの最大の利点は，データ要素

群を細分化し，1枚以上のカードにそれを転記できるこ

とであるが，紙テープによるインプットの場合はデータ

要素群が連続的にパンチされるので，途中の誤りは容易

に修正できない。このカe一・一一・ドの利点を活かして，データ

シートのフォーマットも極力細分化すべきである。例え

ば，慶応義塾大学のSRCCシステムでは雑誌名記入欄

は，雑誌名，省略誌名がすべて連続して記入される方式

であったために，そのうちの1か所の誤記入またはキー

パンチの誤りがあれば，そのカード着すべてを訂正しな

ければならないことがしばしばあった。

IV．マスターファイルの構成

　記録蓄積ファイルとしては，下記のものをあげること

ができる。

　　　（1）磁気テープ

　　　②磁気ドラム

　　　（3）磁気ディスク

　　　（4）磁気カード

　これらはR．M．　HayesとJ．　BeckerによるHand－

book　of　DatαP70cessin8’foγLib　rα　riesの第12章7）に
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：i雑誌名，省略筆名，出版地，一一般注記，書誌的変遷，“を見よ”参照・（カードタイプ001～003，005～006，100）
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第3図　「医学雑誌綜合目録」機械化システム・データシート

80

詳しい比較デ・一・・一・タを見ることができるが，記録されたデ

ータへのアクセスの速さではドラム→ディスク→カード

→テーフ．の順であり，前3者は，それほど大差はないが，

カードとテーフ．の比は40：1である。また記憶容量では

　　　（1）テ：一フ．（2，400フィート）　　　20×106文字

　　　（2）　ドラム（典型的なモデル）　　　　106

　　　（3）　ディスクパック　　　　　　5×106～20×106

　　　（4）磁気カード（IBM　Data　Ce11）　4×108

のとおりであり，磁気カードが最大容量を示している数

字は約500枚のカードの入ったカ・・一・一・トリヅヂ単位を言う

のであって，1カード単位では最も小さい。

　さらに，価格の最も安いのは磁気テープであり，磁気

ディスクがその約10倍である。

　磁気テーフ．は最も標準的な記憶媒体であり，磁気ディ

スクはオソラインリアルタイムシステムのダイレクトア

クセスを必要とする場合の主役になりつつあり，また磁

気カードは大容量の数量的ファイルを取扱うのに重要な

存在になるであろうと考えられる。
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第4表デe一…一二シート（カード）タイプおよびコラムの説明

匠ドタイプ

001雑誌名（可変長）

002省略誌名（可変長）

003出版地（可変長）

004出版事項（固定長）

005一・般注記（可変長）

006　書誌的変遷（可変長）

007

007

100

選択コード（固定長）

所：蔵データ（可変長）

“を見よ”参照、

これは決してカ・・一・一・ドタイプ100と併用してはならない。

また008は必らず伴なうが002～7は選択的または全部使用しなくてもよい。

1つでもよいし，2つ以上でもよい。また州名，県名，国名を付してもよい。

　　（例）BERLIN　AND　NEW　YORK

　　（例）BETHESDA，　MARYLAND

書誌的変遷以外の総べての注記

　　　（例）TITLE　ALSO　AS　ACADEMY　OF　MEDICINE　OF　NEW
　　　　　　JERSEY　BULLETIN

　　　（例）SUPPLEMENT　OF　ANALYTICAL　CHEMISTRY
　　　（例）VOLSユー9　AS　AMERICAN　JOURNAL　OF　ROENTGENO－
　　　　　　LOGY＊VOLS　10－66　RADIUM　THERAPY　ADD　TO　TITLE

このカードタイプは他のいずれのタイプとも併用は許されない。

　　　（例）A．M．　A．　ARCHIVES　OF　DERMATOLOGY＊SEE　AR－
　　　　　　CHIVES　OF．．．．．．

　　（例）　ANNALES　DE　CHIRURGIE　THORACIQUE　ET　CARDIO－
　　　　　　VASCULAIRE＊PARIS＊1．　1962一　＊　IN　ANNALES　DE　CHI－
　　　　　　RURGIE　1962　NO．　7一一　＊・　FOR　LIBRARIES　SEE　NO．　1008

　　　　　　MAIN　JOURNAL

1カードコラムi

＊1～17：欄および79～80欄は総べてのカードタイプに共通し，ファイルの維持とソートを正しく順序づけ

　たり，コンピュータにいかなるオペレーションであるかを知らせるためのものである。

1一一　6　Sort　Group　Field

7tv　9　Expansion　Field

10一一12　Card　Type　Field

誌名番号であり，1つの雑誌についての各カードタイプに総て同じ番号が記入
される。

誌名番号の拡大のためであり，チェックリスト作成時には総て“000”にする
とよい。

記述したカードタイプの欄である。

＊1～12欄は1つの雑誌について共通し，カード（データシ・一トの行）が門門になろうと必ず記入される必要が

　あり，さもなくば空欄は別の雑誌として取扱われる。

13－v15　ldentification　Number
　　　　Field

16t－17　Card　Number　Field

79t一一80　Operation　Number
　　　　Field

カードタイプ001から007および100はこの欄を総て“000”にし，008の所
蔵データのみに使用される。

この目的は図書館略称が地区範囲を表わしていない（地区を兼ねてコード化す
るのは困難である）し，英字より数字の方がソーティングに便利であり，地区
ごとの目録作成や，1つの館の目録作成のソートキーとなる。

可変長のデータ要素で，同一のカ・・一一一ドタイプにおいて1行では記述しきれない

場合に02，03……を記して連続記入する。

どのようなオペレーションの場合のインプットかをコンピュータに通知する機
能を有する。

　　　00初期マスタt・一・ファイル作成

　　　01　新規入手雑誌に関する全データの挿入

　　　02雑誌名およびその全データの削除
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　　　　　　　　　　　　　　　　　03諸データ要素それぞれの追加

　　　　　　　　　　　　　　　　　04　同上の変更

　　　　　　　　　　　　　　　　　05　同上の削除

＊以下の固定長フポールドを除き，すべてのデータ要素は18欄から始めて，

　；瀾一杯まで記入し，79～80欄でオペレーションを指定する。

＊カードタイプ004のフィールド

　　18　Stop

19一一22　First　Volume

23－v26　First　Year

27一一30　Last　Volume

31一一34　Last　Year

35rv37　Frequency

2枚目の使用の場合，1枚目は78

廃刊雑誌に“1”，以外は“0”

創刊巻の“0001”あるいはそれが不明の場合は所：蔵している最も古い巻を記入
する。

上記の刊行年。2年以上にまたがっている場合は最初の年を記入。

廃刊時の巻，または所蔵している最も新らしい巻を記入する。

その刊行年。2年以上にまたがっている場合は最後の年を記入。

3文字コードで記入する。

＊カードタイプ007のフィールド

18一一26　ISSN

27t－i31　CODEN

32t－v40　Countries

41一一43　Expansion

44一一52　Languages

53rtv55　Expansion

56一一64　Subjects

出版国名を3文字コードにより，3か国まで記入できる。

予備

3文字コードにより，3か国語まで記入できる。

予備

3文字コードよりなり，3主題まで記入できる。

　＊カードタイプ008のフィe・一・一ルド

18～21Library　Symbol　　　所蔵館の4文字略称で13～15欄と対応する。

22～　　Holdings　　　　　　　所蔵巻号データ。

　ここでは磁気テープによるマスターファイルの構成を

設計してみた。

　磁気テープファイル構成の設計に当って第1に検討さ

れたことは雑誌のMARCフォーマットおよびISO／TC

46WG　4によるフォーマットについてである。すでに

ふれたが，それらは1つの雑誌を詳細に記述するために

は適している。MARCフォ…一・一一マットはカード目録のよ

うに記された各データ要素へ，タグでサブフィ・一ルドコ

ードを付し，連続させて紙テープ等によリインプットす

る方式に向いたのもので，中村8）や堀内9）がその方法に

ついて詳しく解説している。

　しかし，雑誌総合目録のような，個々のデt・一一一タがそれ

ぞれ初期マスターファイル作成のために頻繁に修正さ

れ，追加更新されるようなシステムのファイルにとって

は，不向きであると思われる。実際MARCフォe一一一　VNッ

トに準拠して，ファイル構成を設計しようとすると，タ

グとサブフィールドコードの組合わせからくる複雑さ

は，ファイル構成をも複雑にし，更新，修正のための新

マスターファイル構成のためにも非常にたくさんのルー

ティンをもつプログラムを必要とし，また多くの時間を

要してしまう。

　またMARCおよびISOのフォ…一一一マットに対する研

究と認識が不足しているための結論かもしれないが，今

回の筆者の論文においては固定欄によるカードからイン

プットされたデータを，その後の更新作業の頻繁さを考

慮した上で，実益的にファイルする第4図のような磁気

テープによるマスターファイルの構成を設計した。構成

の基本は，極力ISOフォーマットにおいている。

　　　VII．　システムフローとプPグラム

　次に要請されるのは，転記を行なうための“データ記

入マニュアル”であるが，ここで述べられている編集シ

ステムが「医学雑誌綜合目録」第5版と「現行医学雑誌

所在目録」から作成されたチェックリストによるもので
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あり，基本的には第5版を受継ぐ形となるので多くの編

集のための要素は整理されているし，また個々の要素に

ついて今この論文の範囲で述べることは，その多くが人

間の手による編集であり，すでに論議されてきたことで

あって，“マニュアル”は実際に計画が遂行される時点

で考え作成する方が賢明であると思われるので省略す

る。ここに設計されたデータシート，マスターファイル

の構成は十分そのための融通性を有するものである。

　最終的な段階はデータをキーパンチしたカードをコン

ピュータにインプヅトすることから始まる機械化システ

ムの概略フロー（General　Flow／Block　Diagram）の設

計であり，それが詳細にセグメンテーションされ，プロ

概略

Legend Record　Directory Variable　Fields

Legend

　o 3　　5 14 18

℃ の
』 ω

Logical

qecord
FLength

Journal　Number
@（Sort　Group）

田邸’て1一℃　邸く。羅も

3 国

Record　’Directory

　O　　　　2　6 10

Tag
Field

FLength

Starting

bharacter
oosition

∠

F／T＝Field　Terminator

L

2．

3．

1．

2．

3．

4．

L

2．

3．

Legendロジカルレコードの全長やデータ
フィールドの開始番地を示す。

Record　Directory記録されているデータ

要素の種類，開始番地，長さを示す。

Variable　Fields実際のデータ群を記録
する部分。

Logical　Record　Length　OA・3　4　charac－

ters

　一・つの雑誌記録の全長（文字数）を示す。

Logical　Record　Number　4rv5　2　cha－
racters

　この記録が一・つのPhysical　Recordの
　何番目かを示す。

Journal　Number　6－v4　9　characters

　ソートグルーープ番号である。

Base　Address　of　Data　15一一18　4　charac－

ters

　実際のデータの開始番地を記録する。

Tag　O－v2　3　characters

　3文字のカードタイプを記録し，データ
　の種類を示す。

Field　Length　3t一一6　4　characters

　記録されたデータの長さを示す。

Starting　Character　Position　7rvIO
4　characters

　上記の開始番地を示す。

Variable　Fields

Data

dlement

@1

←・

ﾊ
Data
dlement

@2

ヒ山
←自 ヒ出

し　Base　Address　of　Data R／T＝Record　Terminator

　Record　Directoryによって指定された場所

にそれぞれのデータ要素が記録される。

　Data　Element　1は必らず雑誌名を当てる
が，その他は任意でよい。

　ただし，所蔵デt一一一・タは次のようなSub　Re－

cord　Directoryを有している。

Sub　Record

　O　　　　2 6 10

Sub
qecord

sag

　Sub

qecord
kength

Starting

bharacter
oosition

　Sub　Record　Tagは所蔵図書館のIdenti丘ca－

tion　Numberを記録する。このDirectoryに
より，以降の各図書館のデータ位置，長さを指

定する。

第4図　「医学雑誌綜合目録」機械化システム・マスターファイル構成
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スタート
A

「医学雑誌糾ミで㌃

　　　　日録一1

　第5版

「現行医学雑誌所

　　　　在目録」

　　1963一

データ

　シートに転記
’（雑誌名，出版

地参照，注記）

データシートを

アルファベット
順にファイル

削除 Y 第5版へ既に収録済が

N　　現在まで誤りの

　　指摘があったか

Y

訂正

N

Y 記入法，配列

が正しいか

N

訂正

ソートグル・一ブ

　　を記入

Y　　誌名変更のためか

N 書誌的変更が
　あったか

iiii”’

変更を記入 削除 Y

N

誤り記入か

Yソ＿トグル＿プの
　　　番号’の正しさ

N

言丁正

N
B

A

第5図　「医学雑誌綜合目録」機械化システムフロー
　　　　　　　（1）チェックリスト作成〔編集部〕

第5図　（2）チェック
　　リスト作成〔編集部〕
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B z

デーダシート
1 既に転記した

データシート

Z カードパソチ カードパンチ

データカードデック Tデータカードデヅクヘ

　カードの交換

省略誌名，CODEN
（ISSN），国名，主題

の調査

ソート

チータシートへ
　追加記入

追加記入した
デt一タシート Y

コンピュータチェック

リスト作成プログラム

W カードパンチ
既にパンチした

カードデック

チェックリスト

　正誤表

　　Y　　記入，パンチ，
1　　　　ファイル上の誤り

　　　　　　があるか

一
追加インターファイノし

Y N
データカードデック

印刷

送付川チェック

　　リスト

第5図　（4）

X

多目的利用のためのデータの

追加〔編集部〕

各図書館へ送付

。

第5図　（3）チェックリストの作成〔編集部〕
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c D

．チェックリスト

　の受領

アルファベット順

　にファイル

シェルフ・リ・スト，第：5版，

与エックリストを照合

各種トゥーt：で確認

N　　チェックリストに
　　　　あるか

Y

　　　　　　　　　Y
箪5版に収録済か

チェックリストへ
更新用デ■一一一タ

　を記入

N　　訂正，．疑問個所が
　　　　あるか

Y

訂正

N

3×5カr一一一・ドへ

書誌的データ，

所蔵データ，各
』種要素を記入

新らしくデータ

シートを作成

・各種コード番号

　　の付与

チェックリスト，

カードを編集部

　　へ送付

チェックリスト，

カードを図書館

　から受領

、

カード

D

チェックリストと

カードを分ける

チェヅクリスト

N　　記入，配列に誤り
　　　　はあるか

Y

訂正

E

第5図　（5）各図書館での所蔵データの記入，
　　　　　　　　　報告〔各図書館→編集部〕

カードパンチ

　新らしい

カードデック

F

第5図　（6）新規の雑誌に
　　　　ついての処理〔編集部〕
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N

E

チェックリストに
誤りはあったか

　　　　li一

　上硯にi転1把済＝の

　データシート

　　を訂正

誤りパンチカーtド

　　を削除

　　　　　　　一

訂正パンチカード

　作成，交換

Y

既に転記した1

アータシート1
へ所蔵データ”

　を追加

記入が正しいか

　　　N

　　訂正

G

W

全デ㌧一タカード

ソ■一・・ト

　　コンピュータ

初期マスター一・一・ファイル

作成プPグラム

マスターファイル

ストヅプ

正誤表
（全デt・一一・タ）

一N．

カードパンチ

F
所蔵データ

　カードデック

X

インターファイル
T

誤りはあるか

　　　Y

ファイルの訂正

誤りパンチ等の訂正

第5図　（8）　初期マスターファイルの作成
　　　　　　　　　〔編集部〕

インターファイル

第5図　（7）

G

チェックリスト収録雑誌に

ついての処理〔編集部〕
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マスター

ファイル

　コンピュータ
全デ・一タ要素一・覧お

よびレファレンスカ

ード印刷プログラム

マスター
コンピュータ

ﾅ定データ要素
ﾏ換プログラム，

へ　　　　　　　　　∋幽．
tアイ

　固定データ
�Cル　　　　．一一

全データ要素

一覧リスト

マスタPt

ファイル

レファレンスカード

　コンピュータ

総合日録および各館

所蔵日録印刷ゾログ

ラム

主題別リスト主題別リスト

?成プログラム
》

言語別リスト言語別リスト

?成プ・グラム
う・．

固定データ 国別リスト

?成プログラム
発行国別リスド

要素プアcシ
〉

一

ISSNリスト

?成プログラム
ISSNリスト

ラ　・

〉

CODENリスト
?成プログラム

〉 CODENリスト

第5図　（10）多目的リストのアウトプット〔編集部〕

「医学雑誌綜合日録」 名・館所蔵Ll録

第5図　（9）主要アウトプット〔編集部〕

グラミソグフローに到るわけであるが，ここでは「医学

雑誌綜合目録」の機械化システムを，編集を行なう全シ

ステム的観点よりとらえてフローを記述し，そのサブシ

ステムとしてのコソピュ・一望関連のフPt・・一は概略の範囲

にとどめた。（第5図）

　フロー中，“レファレンスカード”の作成があるのは

UCMPシステムで行なっているのと同様’の機能を有す

るものであって，頻繁に目録本体を出版するのが経費の

点がら不可能な場合に，中央センターあるいは地域セン

ターに更新された最新の所蔵情報をアウトプットしたカ

ードを常に配布することによって，そこに問合わせて知

る方式を考えたものである。データの更薪に関するフロ

e・・… ﾍ，各加盟館および編集担当者から報告された追加，

削除，修正のデータを確認（verification）した後，”甫出

のデータシートに記述し，それぞれのオペレーション番

号を使用して定期的にバッチ処理する流れをとるもの

で，特にここでは図示しなかった。

　なおプログラム作成の場合に考慮されねぽならないこ

とは以下の点である。

　（1）データ要素は容易に更新作業が可能であるようマ
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スターファイルに記録されること。

　（2）極力複雑な処理ルーティンは避けること。

　（3）ラインプリンターで印刷の場合，雑誌名，参照，

注記事項，所蔵データについては，1つの単語，1つの

巻の文字数字の中で，中途半端な改行がなされないこ

と。

　（4）行送り，インデンショソ，記入間隔およびぺe・一一・・ジ

付け，レファレンスカe…一・・ドの番号付けが自動的に処理さ

れること。

　（5）サブファイルは極力少ないこと。

　これ等の点はすでに設計されたデータシートの記入方

法においても，マスターファイルの構成にも十分考慮さ

れたが，（1）ど・（2）の点は特に重要なことであり，雑誌記

録管理システムの有する目的と同様のものを持つもので

ないことに気付くべきである。・うまり1つの図書館での

雑誌記録は，単に所蔵データを蓄積し，更新する機能だ

けではなくで，未着の検出，禦本準備通知の処理が含ま

れるために，出版頻度と所蔵データを結び関連させて，

例えば“0”，“1”のようにビット情報として扱う必要

があったし，そのために莫大な時間と経費をかけたので

あった。しかし雑誌総合目録の場合は，単に得られたデ

ータの記述であって，更新作業はいわゆるデータの書き

直しであって良いのである。従って，データシート上

に，複雑な例外的なデータをどう転記するかと悩むのは

よいが，それをいかにコンピュータ処理するかを問題化

するのは愚の骨頂である。更新時にそれが起こった場合

は，前のデータを全部破棄し，新らしくデータシートに

新規入手誌として記述し，記録の入れ替えを行なえばよ

いのである。

　またプログラム言語は，極カー般に事務用言語として

あるCOBOLを使った方がよい。このコンパイラーは

よほど場違いな処理に使用しない限り，容易にプログラ

ムを書くこともできるし，デバッグも早く終了する。ア

センブラーは特にCOBOLで処理できないセグメントの

みに吊い，あとは絶対に使うべきではない。なぜなら，

アζソブラーは小さなプログラムでもステップ数が多い

1レ（動作最小単位に1つのプログラム命令が必要であ

る），デバッグに要する時間たるや正に“浪費”というべ

きであろうρアセンブラrでプログラムを作成しなけれ

ばならない処理はこの設計ではないはずである。

　ソーティング処理：雑誌名，カe一一・一ドタイプ，カード

番号の配列は，予めソーティング機器で行なうべきであ

って7ンピュータに、よってはならないφつまり単純なチ

ェックはできるだけ安価な方法によるべきであって，す

でに述べたように，雑誌名の1文字つつをコソピュ・一一タ

でチェックし，ソートするとなると，かなりの経費が要

求される。従って，コンピュータによってはソートグル

ープの配列の再チェック，カードの組合わせ，カード番

号の配列の再チェックのみに限定した方がよい。

　（3）と（4）については，印刷プログラムに関するもので

ある。（3）については，単語の音節を記憶させるのはこ

の目的のためにはあまりにも高価であり，実際的ではな

いので，デt・・一・一・タシート記入例にも示したように中間符と

して，各データ要素中で改行を行なう必要のあるものの

前に，・一？・一クを入れるのも1つの方法であり，また印

字数を計算しつつ残りのスペースと次の単語，数字群の

長さを計り操作する方法もある。

　（中途半端な改行の例）

　　　CURRENT　TOPICS　IN　MICROBIOLOGY　A

　　　　　ND　IMMUNOLOGY．　NEW　YORK．
　　　　　KEIO　1－3／4　N　，1－3．　5／6－8／9　N　2－3．

　　　　　　　6／10一一

　さらにページ付けが変うた場合，雑誌名の1行分だけ

が前に，2行目以降が次ページに移るとか，あるいは出

版地などから次ページが始まるような場合は，残りのス

ペースとデータ群の文字数を計算し，これを容易に避け

ることができる。

　（5）は経済的な理由もあるが，第一，、ファイル数が多け

れば多いほどその維持管理が大変になる。

　コンピュータシステムとしては次の装置が必要であ

る。

中央演算処理装置

カード読取装置

ラインプリンター装置

テ…一・一・プ装置

1台

1台

1台

3台

　　　　（システムプログラム用を1台含む）

　その他

　　ソーティング機器　　　　　1台

　　キ’一パンチ機器　　　　　　　1台以上

　コンピュータプログラムとしては，次の基本的な7種

類のものがあげられ，さらにこれらは必要なサブプログ

ラムに分割されるであろうし，全作業過程を管理するコ

ントロールプログラムも必要であろう。

　（1）　コントロー・ルプログラム

　　　全作業プログラムを有機的に連繋させ，必要な作

　　業プログラムの呼出し，印刷行数，文字数の指定，
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　要求されてリスト作成ルーティンの選択を行なう。

（2）作業プログラム

　　（a）チェックリスト作成プログラム

　　　　　チェックリストに必要なデータ要素につい

　　　　て，カードからインプットされたとおり，定

　　　　められた様式に従って印刷するプログラムで

　　　　ある。

　　（b）初期マスターファイル作成プログラム

　　　　　全データ要素について磁気テープに定めら

　　　　れたファイル構成に従って記録するプログラ

　　　　ムであり，重要な機能としてカードの誤りパ

　　　　ソチ，ソーティングの誤り，カードの組合わ

　　　　せ配列の誤りをチェックする。オペレーショ

　　　　ン番号は“00”である。

　　（c）全データおよびレファレンスカード印刷プ

　　　　ログラム

　　　　　マスターマァイルの全データ要素およびレ

　　　　ファレンスカードを印刷するプログラム。

　　（d）　「医学雑誌総合目録」および各館の所蔵目

　　　　録印刷プログラム

　　　　　マスターファイルから定められた様式に従

　　　　って「医学雑誌総合目録」あるいは各館の所

　　　　：蔵目録を印刷する。

　　（e）固定データ要素変換プログラム

　　　　　省略誌名をISSN，　CODEN，国名，主題，

　　　　言語コードについてソートが行ない易いよう

　　　　に，可変長のマスターファイルからそれら要

　　　　素を抽出し，固定長の構成によるファイルを

　　　　作成する。

　　（f）各種リスト作成プログラム

　　　　　（e）のプログラムで固定長に変換され記録

　　　　されたファイルより，各種のデP一一・・タ要素のソ

　　　　ートを行ない，それぞれ要求されたリストの

　　　　作成を行なう。

　　（9）　更新プログラム

　　　　　オペレーション番号“02”～“05”のカー・

　　　　ドについての新規登録，削除，更新を行なう

　　　　プログラム。

VIII．考 察

　ここで述べた「医学雑誌綜合目録」編集の機械化シス

テムは，機械化計画が実施される時期に対する序論であ

り，まだ多くの問題を残している。つまり，再三繰返す

ように，本文範囲としたところはあくまで機械化と関連

する要素についてのみ検討したものである。従来人間が

手作業で編集してきた際に，データ要素の記述規則であ

るとか雑誌の収録範囲等の基本的な問題として考えられ

討議されてきた多くの問題についてはここに述べなかっ

た。そのことは，5次の版の編集の間に，特に第5版を

編集した際に，ほぼ出尽しているものであるし，チェッ

クリストの介在によって，ある程度の解決はできている

と考えてよいであろう。しかし，雑誌の刊行の形態は全

く動的であり，それを各図書館がそれぞれの方式で記録

することから，全くこの問題はどのような規則を考案し

ようともその枠に当てはまらな：いものが続出するであろ

う。

　ここに検討されたシステムはデータ要素の記述にかな

りの融通性を有するものである。単に「医学雑誌綜合目

録」のみならず，他の分野や異なった地域範囲にも利用

可能なものであると考えられる。それだけに，実際のシ

ステム設計，プログラム作成時には，さらに深い分析と

考察がなされねばならない。

　また，このような編集を行なうシステムを“縦のシス

テム”と考えるならば，もう1つ“横のシステム”が必

要となってくる。それは，ネットワークにおいて雑誌所

在情報をいかに更新し維持し，提供するかというシステ

ムである。すでに，医学情報提供に関するネットワーク

について，アメリカ国立医学図書館を中心とするアメリ

カにおけるHerner社の計画10）や，津田がそれをもと

に分析した我が国でのネットワークの考察11）を見るこ

とができる。ここでは常時新らしい所在情報が得られ，

更新されたデータを中央の編集部でいかに集約するかに

ついて注目して考察したい。

　例えば，UCMPシステムは参加館のデータをすべて

Medical　Library　Centerで管理し，そこで　乙lnion

Catαlog　of　Medical　Periodicαlsを刊行し，送付されて

くるリボ・一ト渓澗ドによる追加，削除のデータはコンピ

ュータによってマスターファイルに更新される。その最

新の情報によって同時にレファレンスカードを印刷して

最新の所在情報の問合わせに答えるものである。

　冊子体目録を頻繁に出版することは多大の費用を必要

とするものであり，同じデータを大部分含んでいるので

不経済でもある。このことは「医学雑誌綜合目録」と「現

行医学雑誌所在目録」の組合わせも，手作業の能力の限

界から来るものであるにしろ，基本r：りには同じ考え方に

よるものである。しかし，「現行医学雑誌所在目録」は
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雑誌名と個有の館を代表する数字による所：蔵館表示のみ

のものであり，詳細な更新巻号を示すものではない。

　さらに，UCMPシステムや　SUNY　Biomedical

Communication　Networkは，1つの地域，あるいは

1つの州，大学のキャンパス間という非常に伝達力に富

んだ範囲であるために，全デe・一一・タを処理し，提供する作

業を1つの中央センタe・一一一のみで行ない得るが，わが国全

域を対象に同様のネットワークを組むことは，その距離

と伝達網を考えるならば効果は少ないと思われる。

　これらのことから，機械化システムの利点とネットワ

ークの効果を考慮し，以下の点を提案したい。

　（1）中央センターを設置する。

　②　中央センターでは「医学雑誌綜合目録」のマスタ

ーファイル作成のための準備，編集，インプットを行な

う。

　（3）中央センタ・一において冊子体「医学雑誌綜合目

録」の刊行とレファレンスカードの作成を行なう。

　（4）中央センターは各加盟館へ「医学雑誌綜合目録」

の配布と，地区センターヘレファレンス丁田ドの配布を

行なう。

　（5）中央センターは各館からの新規，更新データの報

告を受け，マスターファイルをカレントに維持する。

　（6）各地区に1つ以上の地区センターを設置する。

　（7）各地区センタP・・一一一・では中央センターよりレファレン

スカードの配布を受け，その地区の図書館へ最新の所在

情報の提供を行なう。

　（8）各加盟館はチェックリストとカードによる初期マ

スターファイルのための原稿とその後の新規入手，更新

最新所在情報についての問合わせ

地区の各図書館
　　　　　　　：最新所在情報の提供

羅

芋

誘

撰

戻

学

台
目

二

三

：布

中：央：センタ’一

」也区ニセンタ・一

レファレンスカード配布

第6図　「医学雑誌綜合目録」機械化

　　　システムネットワーク

デ・・一一・タを中央センターへ定期的に報告する。

　（9）各加盟館は「医学雑誌綜合目録」の配布を受ける

が，最新のデータを記録したレファレンスカ・・一…ドの配布

は受けない。

　（1①　各加盟館は「医学雑誌綜合目録」に収録されてい

ない最新の所在情報に関しては地区センターへ問合わせ

る。

　（11）このネットワ・一クのシステムを実施する際には

「現行医学雑誌所在目録」は必要としない。

　マスタ…一・・ファイルの作成，維持を行なう中央センタ

ー，レファレンスカードの配布を受けそれぞれの地区の

図書館へ最新の所在情報の提供を行なう地区センター

は，特に建物を新らたに設ける必要はなく，加盟館の中

から選定し，そこでこれらの機能をもつことになるであ

ろう。どこの図書館でもこの機能を遂行することが可能

であるわけでなく，行ない得るだけの人員，参考資料，

さらにはかなりの雑誌を所有している図書館である必要

がある。

　なお「医学雑誌総合目録」の機械化システム，あるい

は所在情報の維持，提供のためのネットワー・クは，re－

ference　retrieva1面のものであり，一方のdocument

retrieva1までも扱うものではない。かかるシステムや

ネヅトワe一一・一クがあったとしても，資料そのものをより早

く利用者に渡すことができる方向付けではない。

　全く図書館外への貸出しを禁じている場合ならともか

く，近年はそれが時代遅れとなって開架書架から貸出係

で手続きをとり，外へ帯出するのが一般的となってきて

いる。従って，いくら所蔵していても，貸出中や製本中

であったり，あるいは貸出記録にもなく不明である場合

も頻繁に起こるのである。テレックスの設置が最近普及

しつつあるが，まだ所定の葉書，文書によるのがむしろ

大勢を占めており，郵便での問合わせは文献の入手を遅

らせている。

　将来において，この機械化システムのネヅトワークと

共に，問合わせ→回答を機械化し，各館が端末機器をも

つようなシステムへ前進する必要は大いにあろう。われ

われはSUNY　Biomedical　Communication　Network

を思い出す必要がある。ファクシミルをはじめとする文

面および写真伝送装置の最近の急速な開発は，十分われ

われの考えの中に入れなければならない。

　最後にアメリカのUnion　List　of　Serialsの機械化計

画を具体化せずに終了した時の最大の問題点は，当時冊

子体目録があり，その版を改訂する際には非常な労力を
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同じように繰返していたことを利用者達が忘れ，その当

時存在していた目録に満足していたこと，当時までの人

間の手による作業と機械化の初期の作業とが一・線上にお

いて比較計算され，それ以降の作業量と効用が念頭にな

かったためであった。

　しかし，繰返し述べてきたように，現在は，機械化シ

ステムが手作業を軽減し，多角的な目的を満足させ，将

来の業務に連繋するものであることを十分認識している

時代である。この「医学雑誌綜合目録」の機械化におい

ても決して例外ではない。確かに第一期の初期マスター・

ファイル完成時までは，これまで以上に時間と人間の労

力および経費を必要とするかもしれないが，多くの図書

館員に多大の時間と労働を毎回毎回負わせてきたこと

が，どれ程不経済なことであったか，また，第二期以降

の利点は何かをまず考えねばならない。

　研究の進展のために必要な情報を早く確実に入手する

ことは，われわれの頭の中で理解し門門しょうとしてい

る速度よりもっと早く具体化することが望まれているこ

となのである。
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